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（文責本人） （文責本人）市 政 を 問 う 市 政 を 問 う

発
信
基
地
」
と
し
て
、
機

能
強
化
す
る
こ
と
で
関
係

機
関
と
協
議
の
途
上
に
あ

る
。問�

　
「
と
お
の
物
語
の
館
」

の
土
蔵
（
伝
承
ギ
ャ
ラ
リ

ー
）
と
、
市
が
所
有
す
る

旧
岩
銀
遠
野
支
店
の
跡
地

を
有
効
に
活
用
す
べ
き
で

な
い
か
。

答
（
市
長
）�

　

中
心
市
街
地
の
貴
重
な

資
源
で
あ
り
、
様
々
な
角

度
か
ら
有
効
利
用
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
る
。

問�

　
延
べ
10
年
間
に
及
ん
だ

本
計
画
は
、
今
年
度
末
で

終
了
す
る
が
目
標
に
掲
げ

た
３
つ
の
成
果
は
。

答
（
市
長
）�

　

令
和
元
年
度
の
実
績

は
、
観
光
施
設
の
入
り
込

み
目
標
10
万
人
、
中
心
市

街
地
通
行
車
両
・
歩
行
者

数
の
目
標
４
，０
３
４
人
、

空
き
店
舗
の
利
用
目
標
2

件
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
半

数
程
度
に
留
ま
っ
て
い
る
。

問�

　
空
き
店
舗
の
現
状
に
つ

い
て
把
握
し
て
い
る
か
。

答
（
市
長
）�

　

平
成
26
年
度
に
調
査
し

て
い
た
が
、
そ
れ
以
降
調

査
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
早
急
に
再
調
査
を
検

討
し
た
い
。

問�

　
「
あ
す
も
あ
遠
野
」
の

１
階
は
３
年
間
も
利
用
さ

れ
て
い
な
い
。
維
持
管
理

費
も
毎
年
か
か
っ
て
い
る

の
で
早
急
に
解
決
策
を
講

ず
べ
き
で
な
い
か
。

答
（
市
長
）�

　

観
光
の
「
戦
略
・
情
報

市
長	

計
画
し
た
事
業
は
概
ね
完
了

佐々木 大三郎 議員

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の
総
括
は「こども本の森遠野」の課題

一問一答方式

問�

　
建
築
家
安
藤
さ
ん
の
ご

寄
付
に
よ
り
、
設
計
か
ら

建
築
ま
で
殆
ど
の
費
用
を

賄
っ
て
頂
け
る
と
理
解
し

て
い
た
。
し
か
し
本
棚
や

土
蔵
整
備
等
の
予
算
が
次

第
に
追
加
さ
れ
２
億
７
千

万
円
ま
で
膨
ら
ん
で
い

る
。
ど
の
よ
う
な
理
由
か

ら
か
。

答
（
市
長
）�

　

次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し

て
、
丁
寧
に
手
順
を
踏
み

な
が
ら
構
想
の
実
現
に
取

り
組
ん
で
い
る
結
果
で
あ

る
。問�

　
財
源
不
足
か
ら
公
共
料

金
の
値
上
げ
を
検
討
し
て

い
る
最
中
、
土
蔵
整
備
等

の
実
施
は
見
送
る
べ
き
。

答
（
市
長
）�

　

古
民
家
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
で
、
中
心
市
街
地
に

新
た
な
賑
わ
い
を
目
指
し

て
進
め
て
お
り
、
夢
と
希

望
が
持
て
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
し
た
い
。

問�

　
本
館
整
備
で
十
分
と
認

識
す
る
。
土
蔵
整
備
の
必

要
性
は
何
か

答
（
市
長
）�

　

本
館
と
土
蔵
が
相
ま
っ

て
魅
力
を
生
み
出
す
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
な
っ
て
い

る
。
そ
れ
が
中
心
市
街
地

の
魅
力
化
に
つ
な
が
る
。

市長 	課題解決しながら計画通り進める

問�

　
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
運
営

事
業
の
概
要
を
尋
ね
る
。

答
（
市
長
）�

　

60
歳
以
上
の
一
人
暮
ら

し
、
ま
た
は
夫
婦
の
み
の

世
帯
で
、
高
齢
の
た
め
不

安
が
あ
る
方
に
一
時
的
に

居
住
機
能
と
生
活
援
助
を

提
供
す
る
事
業
で
あ
る
。

　

社
会
福
祉
法
人
と
お
の

松
寿
会
に
運
営
を
委
託
。

個
室
８
室
、
２
人
部
屋
１

室
の
計
10
名
の
利
用
が
可

能
で
、
期
間
は
６
ケ
月
間

を
限
度
と
し
て
い
る
。

問�

　
サ
ー
ビ
ス
拡
充
の
必
要

性
や
、
空
き
家
の
市
営
住

宅
等
の
利
活
用
の
考
え
は
。

答
（
市
長
）�

　

冬
期
間
に
利
用
希
望
者

が
集
中
す
る
傾
向
に
あ
る

が
、
受
け
入
れ
人
数
的
に

限
界
が
あ
る
。
事
業
の
趣

旨
に
沿
っ
た
居
住
機
能
と

生
活
援
助
を
提
供
す
る
体

制
を
整
え
る
必
要
や
課
題

も
多
い
が
、
何
ら
か
の
形

で
利
活
用
に
向
け
て
知
恵

を
絞
る
必
要
が
あ
る
。

問�

　
令
和
３
年
度
か
ら
第
２

次
総
合
計
画
の
後
期
計
画

が
ス
タ
ー
ト
す
る
が
、
前

期
計
画
と
の
共
通
性
や
違

い
に
つ
い
て
伺
う
。

答
（
市
長
）�

　
「
産
業
振
興
・
雇
用
確

保
」
と
「
少
子
化
対
策
・

子
育
て
支
援
」
の
二
つ
の

共
通
優
先
方
針
を
柱
に
、

次
の
２
点
を
重
視
し
た
。

　

一
つ
目
は
、
高
度
情
報

化
社
会
や
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

な
ど
社
会
情
勢
の
急
激
な

変
化
に
対
応
す
る
こ
と
。

　

二
つ
目
は
新
た
な
脅
威

へ
の
対
応
と
し
て
地
球
温

暖
化
対
策
や
国
土
強
靭
化

の
視
点
を
盛
り
込
ん
だ
。

問�

　
後
期
計
画
の
目
玉
事
業

や
重
点
施
策
を
伺
う
。

答
（
市
長
）�

　

４
月
か
ら「
支
え
合
う
」

を
大
き
な
テ
ー
マ
に
「
小

さ
な
拠
点
に
よ
る
地
域
づ

く
り
」
が
本
格
的
に
ス
タ

ー
ト
す
る
。
関
係
団
体
と

連
携
し
た
各
種
施
策
を
盛

り
込
み
、
限
ら
れ
た
予
算

の
中
で
、
環
境
問
題
・
健

康
づ
く
り
、「
Ａ
Ｉ
や
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
農
業
の

高
収
益
化
」
な
ど
次
世
代

農
業
の
推
進
、
林
業
振
興

も
課
題
で
あ
る
。

問�
　
若
者
が
夢
の
持
て
る
遠

野
市
の
将
来
像
は
。

答
（
市
長
）�

　

自
然
・
歴
史
・
文
化
・

風
土
を
変
え
て
は
な
ら
な

い
も
の
と
し
て
、
次
世
代

に
引
き
継
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

超
情
報
化
社
会
の
中

で
、
遠
野
テ
レ
ビ
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
光
化
の
取
り

組
み
も
若
者
が
夢
の
持
て

る
社
会
に
つ
な
が
る
。

市
長	

社
会
情
勢
の
急
激
な
変
化
に
対
応
す
る
視
点
で

瀧本 孝一 議員
（遠野令和会）

総
合
計
画
の
後
期
計
画
と
遠
野
市
の
将
来
は

一問一答方式

越冬対策としての
生活支援ハウス拡充を

市長 	事業の趣旨に沿った提供体制の整備が必要

その他の質問
◦�遠野みらい創りカレッ

ジについて

「こども本の森遠野」本館の模型（写真右側が一日市通りに面する）

各家庭に配布された第２次遠野市
総合計画後期基本計画の概要版


